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１．はじめに 

 
 我が国の社会資本は，高度経済成長期に完成したも

のが多いため，今後これらが一斉に老朽化を迎え，維

持管理・更新の需要が大幅に増加する．その費用を軽

減するには，老朽化した社会資本の機能維持や延命化

のための管理技術の開発が必要である 1)．社会資本の

適切な管理には，計画段階から完成，供用といった何

十年にも渡るライフサイクルの中で蓄積された情報が

有用である．これらの情報は電子納品に限らず，紙媒

体の報告書等であっても，スキャニングされ PDF 化さ

れたり，製作過程で PC が使われるなど，電子化された

データが数多く存在する．電子化されたデータは，紙

媒体に比べて，検索が容易であり，また，ネットワー

クを介して遠隔地での利用も可能であるが，依然と変

わらず，情報の存在の有無や所在に関する知識が必要

であり，さらに，利用方法に関して個人のリテラシに

依存する割合が高くなっている．このため，社会資本

の管理における情報の活用においては，蓄積されてい

る大量の情報を容易かつ確実に利用できる仕組みを確

立することが課題である 2)． 

 社会資本の管理に有用な情報には，長期間変化しな

い完成図書や日々の変化を記録する点検報告書，また，

構造や部材といった観点からの資料や周辺環境や利用

状況に関する資料など性質や用途の異なる様々なもの

がある．本研究では，それらを統一的に扱う方法を確

立し，さらに，可視化し，情報源へのアクセスを可能

にすることが必要であると考え，その方法の確立に取

り組むとともに，実際に実証するための仕組みとして，

情報のメタデータを統一的に扱う「空間情報連携仕様」

を作成し，これを利用して情報の連携・集約を行う空

間情報連携共通プラットフォームを製作した． 

抄録：社会資本の管理における情報の活用においては，蓄積されている大量の情報を容

易かつ確実に利用できる仕組みを確立することが課題である．本研究では，社会資本管理

に資する各種の情報を統一的に取り扱うための連携手法として，時空間を含むメタデータ

項目と RSS を組み合わせた「空間情報連携仕様」を作成し，これに基づく情報連携とその

効果を確かめるために「空間情報連携共通プラットフォーム」を製作した．この結果，既

存システム，リアルタイムセンサデータ，WEB，一般のドキュメントなど統一的に，電子

地図と電子掲示板上に可視化させ，情報へのアクセスを容易にできることが確認できた．

Abstract: The mechanism which is available to compiled massive information easily and 
correctly is needed to utilize the information for infrastructure management. In this study, we 
researched how to accept various types of information through one unified way. We adopted RSS 
which is able to express geospatial information as this settlement of the issue. And we built up 
“specification standard to coordinate information geospatially” by this research. In addition, we 
constructed “the Platform System for infrastructures management by Geospatial Information” to 
verify this standard and its effect. We confirmed that various types of information such as legacy 
system data, real-time sensor data, WEB, general documents, are incorporated easily and also that 
information visualized on this platform by GIS and BBS became easily accessible. 
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２．情報の統一的な集約手法 

 

 情報を利用するためには，情報の存在の有無とその

所在を知り，適切な取り扱い手続きを採ることが必要

となる．そのためには，分類または識別という観点か

ら情報を管理することが重要である．それを可能にす

るのが，情報を管理するためのメタデータ及びその管

理システムである． 

 一般的な情報の管理として，インターネットで公開

されている Web サイトでは，メタデータを管理するた

めにメタタグが定められているが，確実に利用されて

いるとは言えず，情報を検索する際には，主にコンテ

ンツに含まれる用語をキーワード検索することで情報

が利用されている 3)．しかしながら，文章中に含まれ

るキーワードは，必ずしも実体の存在とは関連づけら

れていないため，同義語，同音異義語，同字異義語に

より検索から漏れやノイズは避けられないといった問

題がある． 

国土交通省において社会資本管理情報を保有するシ

ステムは，管理者ごとに構築されることが多く，また

同一管理者でも情報の特性に違いがあれば，異なるシ

ステムで管理される．例えば，センサからのリアルタ

イムデータを取り扱うシステム，過去の施設点検結果

や新聞記事などを蓄積する電子ファイルシステム，ネ

ットワークに接続されていない光や磁気ディスクへの

ファイルの格納などである．これらのメタデータは，

個別に作成され管理されており，①現実世界に実在す

る実体と情報とが必ずしも関連づけられていないこと，

②メタデータの内容が必ずしも客観的なものではなく

主観による不整合を排除できないこと，③実体を多角

的に見るための横断的な検索ができないなどの問題が

ある．つまり，情報の捉え方やその表現方法は統一さ

れてはおらず，これから用語の統一や辞書の維持，使

用の徹底をすることには大きな困難が予想される． 

このため，実体の実在と情報とを関係づけるメタデ

ータは，客観的であり，定義にあいまいさが無く，社

会制度など人為的な定義に影響を受けないよう，安定

した物理的概念であることが望ましいと考えた． 

社会資本管理に必要とされる情報，緯度経度，住所

や距離標などの何らかの地理識別子を含む「地理空間

情報」であることが多く，定義のあいまいさを排除で

きる．一方，社会資本の寿命は数十年という長期に及

び，計画から設計，施工，運用というライフサイクル

の中で蓄積された情報を管理に活用しなければならな

いため，どの時点の情報であるかといった｢時間情報｣

も重要であり，かつ，メタデータに求められる条件を

満たす必要がある． 

このことから，メタデータ項目に地理空間情報と時

間情報に関する属性を付与し，識別の中心にすること

で現実世界に実在する実体と情報を関連づけることを

考えた． 

 

３．空間情報連携仕様の作成 

 

情報を統一的に取り扱うためのメタデータの考え方

については前節で述べた通りである．更に人間による情

報の認識や普及している既存規格との親和性などの要

件を踏まえ，メタデータの統一的な仕様を検討した． 

その結果，基本的な構造として「RSS2.0」4)，地理空

間情報の記述については「GeoRSS-Simple」5)，未整理の

情報を関係者で確認するため公開の可否についての記

述については「RFC5023」6)を参考に拡張し，「空間情報

連携仕様」を作成した．RSSとは，Webサイトでニュース

配信や新着情報の配信等に利用され，RSSフィーダと呼

ばれるソフトウエアで生成されたWebサイトにおけるニ

ュースや新着情報の概要のファイル(RSSフィード)を

RSSリーダーと呼ばれるソフトウエアを介して登録する

ことで複数のWebサイトにおける新着情報の概要を収集

表－1 空間情報連携仕様のタグ定義の抜粋 

項目 タグ 必須 用途例

<channel>要素

タイトル <title> ■ 情報の基本的な識別のため(システム名称などRSSの識別情報を記載)

期限 <ttl> ■ 情報の鮮度を保ち、期限の切れた情報をいつまでも表示しないため(情報の有効期限を記載)

更新日時 <lastBuildDate> ■ 最新の情報かどうかの判定に利用するため(コンテンツが更新された最終日時を記載)

著作権 <copyright> 情報の権利者を明確にするため（<item>要素の管理者以外に著作権があるコンテンツを登録する場合に記載）

カテゴリー <category> 重ね合わせ情報の表示のON/OFF、要約の絞込みに利用するため

<item>要素

タイトル <title> ■ 情報の基本的な識別のため(観測所名等の細別情報の識別情報を簡潔に記載)

概要 <description> ■ <item><title>を補完し、細別情報の内容を把握するため(センサデータやWebページの内容等を記載)

作成日時 <pubDate> ■ 情報の時系列を把握するため（<item>要素の作成日時を記載）

位置 <georss:point> ■ 地図上に所在を示すため（点・線・多角形・矩形・円を表現可能）

管理者 <author> 情報の管理者を把握するため（<item>要素の管理者を記載）

リンク <link> オリジナルの情報へアクセスできるため（オリジナル情報のあるURLを記載）

添付ファイル <enclosure> 添付ファイルへアクセスできるため（オリジナルファイルのあるURLを記載）

公開の可否 <App:draft> 未整理な情報を非公開で関係者が確認するため（デフォルトは公開）

カテゴリー <category> 重ね合わせ情報の表示のON/OFF、要約の絞込みに利用するため

コメント <comment> <item><description>の補足事項を把握するため（システムの更新情報や免責事項等特記事項の書かれたURLを記載）
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することを可能とする技術である．また，その生成や利

用は容易であり，普及しつつある7)．空間情報連携仕様

は，基本的な構造をRSS2.0に準拠しているため，情報を

連携させるための情報源からの出力加工は容易であり，

一方，この仕様に基づくRSSフィードは，一般のRSSリー

ダーで利用することができる．またプロトコルには，広

く普及しているHTTPを使用することが可能であるため，

異なる組織・システム間でも通信が容易に行え，既存シ

ステムとの親和性の高いシステム間の連携が可能とな

る． 

空間情報連携仕様の構造は，上位から順に<channel>

要素，<item>要素となっており，その中に情報の空間，

時間などに関するメタデータを格納することとしてい

る．<channel>要素は，RSSを生成するシステムやデータ

ベースなど情報発生源に関する情報を示す．<item>要素

は，<channel>要素を親とし，自分は子として，１つの

<channel>要素に対して１以上存在することができる．

そして，<channel>要素で表された情報源から提供され

る別情報（記事）の要約を格納する．１つの<item>要素

に対して，さらに，１以上の地理空間要素が存在するこ

とを可能としている． 

表－１は，空間情報連携仕様のタグ定義の抜粋である．

現実世界に実在する実体と情報とを関連付けるために

必要な最低限の項目を必須項目とし，<channel>要素内

に<title>，<ttl>，<lastBuildDate>，<item>要素内に

<title>，<description>，<pubDate>，<georss>を規定

した． 

 図－1は，空間情報連携仕様に基づく記述例を示した

ものである．<channel><title>には，センサシステムや

データベースシステムなど情報発生源の名称を記述す

る．<channel><lastBuildDate>は，RSSの最終更新日時

をRSS2.0で定められたRFC8228)に準拠した記法に従って

記述する．この要素によってRSSを利用するプラットフ

ォームやその他のシステムは，情報発生源の正常性や稼

動状況，保守状況などを判定することができる．

<channel><ttl>には，情報の有効期限，例えば，センサ

の観測間隔を分単位で記述する．この要素によってRSS

の利用システムは期限切れの情報を自動的に削除する

ことが可能となる．<item><title>には，細別情報の表

題を記述する．センサの例では観測地点やセンサ番号等

である．<item><description>には，細別情報の簡潔な

内容，センサの例ではデータの判定や観測値を記述する．

<item><pubDate>には，細別情報の発信時刻を記述する．

センサの例では観測日時となる．この要素によってRSS

を利用するシステムは，情報の時刻による並べ替えなど

が可能となる．<item><georss:point>は，細別情報の空

間的な位置を世界測地系の緯度経度で示すものであり，

センサの例では観測場所を記述する．この要素によって

RSSを利用するシステムは地図上に細別情報を表現する

ことが可能となる．なお，georssが表現可能な形状は，

点(point)，線(line)，多角形(polygon)，矩形(box)，

円(radius)である． 

 

４．空間情報連携共通プラットフォーム 

 

前節で提案した「空間情報連携仕様」に従ってメタデ

ータを記述することで，現実世界に実在する実体と情報

を関連付け，統一的に扱うこと可能であると考えたが，

種々の情報のメタデータの集約に対して，実際に利用可

能であることを確認する必要がある．さらに，集約され

たメタデータを社会資本の管理に役立てるために，メタ

データを可視化し，情報を容易に利用させられることを

確かめる必要がある．このメタデータの集約から可視化，

情報利用に至る仕組みを「空間情報連携共通プラットフ

ォーム」と呼び，実際に設計・製作した． 

 

（１）メタデータの集約 

社会資本の管理のためには，書籍や Web サイトのよ

うにまとめられた情報だけでなく，一つのセンサから

のリアルタイムデータ，データベースに蓄積された１

つの情報，ロッカーや個々の PC にしまわれた完成図書，

集計表，パンフレット等の電子ファイルなど，様々な

情報が有用である場合がある．空間情報連携仕様は，

これらの情報のメタデータを統一的に扱えるよう考慮

したものであるが，それを広く提案，普及する前には，

その妥当性を実際に確認する必要がある． 

社会資本の管理に利用される情報の形態として，考

えられる次の５つの種類に対して，どのようにそのメ

タデータを集約するかについて図－２に示した． 

a）空間情報連携仕様の概要のみで表現できる情報 

図－１ 空間情報連携仕様に基づく記述（センサシス

テム）の例 
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速報や RSS フィーダを持たない一般の WEB サイトな

どの概要のみで表現可能な情報については，各項目を

WEB 画面の入力フォームに従って登録できる．位置情

報については，緯度経度を直接入力することが必ずし

も容易ではないことから地図から位置を選択して登録

する．この仕組みにより，概要のみで表現可能な情報

のメタデータを集約することが可能となる． 

b）ドキュメントなどの電子ファイル 

記事，災害履歴，パンフレット，マニュアル，録画

映像などの電子ファイルについては，空間情報連携仕

様の概要で表現した情報と電子ファイルのアップロー

ドでプラットフォームに登録することができる．電子

ファイルのアップロードについても，入力フォームで

電子ファイルを参照し登録する仕組みを備えることで，

ドキュメントなどの電子ファイルについてもメタデー

タならびにオリジナルの情報を集約することが可能と

なる． 

c）RSS フィーダを実装している Web サイト 

各組織の広報などに利用されている Web サイトにつ

いては，空間情報連携仕様に準拠したフォーマットで

生成できる RSS フィーダを実装し，RSS フィードをプ

ラットフォームに登録することで，Web サイトのメタ

データを集約することが可能となる．不定期に更新さ

れる情報についても，メタデータが RSS フィーダによ

り自動的に更新されるため，プラットフォーム上で最

新の情報を常に自動的に集約することが可能となる． 

d）センサシステムからのリアルタイム情報 

雨量や水位，気象等のリアルタイムでデータを取得

するセンサシステムの情報については，センサあるい

はそれを統括するシステムに空間情報連携仕様に準拠

した RSS フィーダを実装し，その RSS フィードをプラ

ットフォームに登録することでリアルタイムに変化す

るメタデータを集約することが可能となる． 

e）データベースシステムにストックされた管理情報 

施設情報や点検履歴，地質情報等のデータベースシ

ステムにストックされた情報は，データベースシステ

ムの仕組みにより SQL などのクエリによりオンライン

で接続することを想定した仕組みを実装するほか，空

間情報連携仕様に準拠したフォーマットによって出力

されたメタデータを集約することも考えられる． 

上記の提案方法が普及されるためには，有用なコン

テンツを揃えることや後述の情報の利用だけでなく，

メタデータの集約を簡便にし，誰でも行える仕組みを

提供し，継続的な利用を促すことが重要であると考え

ている．このため，緯度経度の直接的な入力を行わな

くても，入力者の扱いやすい地図上での位置の指定か

ら内部で緯度経度を生成することとしている． 

 

 

（２）メタデータの可視化と情報の利用 

空間情報連携仕様は文字による記述であるため，利

用者である人間は，その位置については直感的に理解

しがたい．例えば，地理空間情報として形状と緯度経

度情報から場所，住所，関連施設名などを想起するの

は困難である．このため，空間系については電子地図

を用いて，複数の情報を同時に表現することで現実を

可能な限り多角的に把握できるようにした．また，時

間的な順序についても電子掲示板を用いて，最新情報

を上位に時系列で表示させることとした（図－３）．

この結果，電子地図上に複数の情報を可視化でき，情

報の存在の有無について把握できることが確認された．

また，電子掲示板により複数の情報が集約でき，詳細

な情報を管理するシステムに個別にアクセスしなくて

も概況を瞬時に把握できることを確認した． 

図－４は，空間情報連携共通プラットフォームの全体

構成を示したものである．電子掲示板や地図上のアイコ

位置と要約をWEB登録

位置は地図から選んで、要約を登録

情報の登録方法

RSSファイル

概要入力

RSSフィード

自動処理

概要入力+添付
ファイル登録

ストックされた管理情報

施設・地質・文献データベース、
履歴、納品、記事ファイリング……

ドキュメントなどの電子ファイル

記事、災害履歴

ドキュメントなどの電子ファイル

記事、災害履歴

概要のみで表現できる情報

巡視・点検・通報などの速報
一般のWEBサイト …

概要のみで表現できる情報

巡視・点検・通報などの速報
一般のWEBサイト …

RSSフィーダを実装している
WEBサイト

イントラ、広報

センサからのリアルタイム情報

雨量 水位・水質 道路気象 地震
地滑り・斜面崩壊 施設稼働状況…

センサからのリアルタイム情報

雨量 水位・水質 道路気象 地震
地滑り・斜面崩壊 施設稼働状況…

図-２ 管理情報のメタデータの集約方法 

図－３ 空間情報連携共通プラットフォームの表示例 
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ンから空間情報連携仕様に記載された項目から作成さ

れた概要情報を閲覧できることとした．利用者は，概要

情報上のリンクをたどりオリジナル情報へのアクセス

することで詳細な情報を取得できる．また，空間情報連

携仕様には，オプション要素として関連するコメント

URLを記述することのできる<comments>タグやメディア

オブジェクトのURLを記述できる<enclosure>タグも規

定しており，これらのURLからリンク先にアクセスし情

報を取得することも可能である．この結果，複数の異な

る種別の情報のメタデータを地図上に集約，可視化し，

詳細情報へアクセスできることを確認した． 

これまでに情報を統一的に取り扱うための考え方，集

約方法，可視化を検討してきたが，収集されたものは，

メタデータつまり，概要情報である．しかしながら，概

要情報を集約するだけでも次の事項を行うことが可能

となる． 

① 詳細な情報を管理するシステムに個別にアクセス

しなくても概況を瞬時に把握できる． 

② 情報が存在することが把握できる． 

③ 地図上に可視化されたアイコンから概要情報を経

て，URL を有する場合にはその詳細情報へのアク

セスが容易にできる． 

 

５.空間情報連携プラットフォームの効用 

 

（１）情報資源の活用 

 社会資本管理に資する情報の可視化により，管理者

間でこれまで共有されてこなかった情報について，そ

の有無や所在が把握できる環境を整備することができ

る．これにより，業務内における情報の相互利用，情

報活用に対する効率化が期待できる． 

 

（２）システム構築コストの軽減 

センサシステムや情報の収集管理システムにおいて，

空間情報連携仕様に準拠したフォーマットで生成でき

る RSS フィーダを実装し，それを本システムに登録す

ることで，これまで個々のシステム毎に作成されてき

た地図ベースの GUI が不要になり，システム構築コス

トを軽減することが期待できる． 

 

（３）新たな利用用途の開発 

a） 移動体 

今まで登録してきた情報は，現地に固定された事物

や事象であった．しかし，時々刻々と移動する災害対

策車や防災ヘリ等の移動体の位置についても RSS フィ

ーダにより生成されれば，その状況等をこのプラット

フォームでリアルタイムに把握することが可能である

と考えられる． 

b） 映像（監視カメラ） 

 社会資本の管理には，監視カメラからの映像情報も

活用されており，災害等の有事の際にはいち早く情報

を判断するために映像情報は欠かせない．ストリーミ

ング配信されたライブの映像情報などの大量に変化す

る情報についても，メタデータ中の URL からリンクす

概要情報
リンクをたどりオリジナル情報へ

のアクセス

アイコンと掲示板から

概要へリンク

リンク先

図－４ 空間情報連携共通プラットフォームの全体構成 
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るアーキテクチャをとっているため，図－５に示すよ

うに取り扱うことができる． 

c） 広範な地理空間情報の集約と可視化 

本システムは，社会資本管理のための情報以外にも，

各部局や組織が保有するバリアフリー施設情報，防災

施設情報や福祉施設情報等の重畳を行うことが可能で

あることから，空間情報連携仕様を通して，組織の枠

を超えた情報の相互利用が推進されることが期待され

る（図－６）． 

 

６．おわりに 

社会資本の適切な管理のために各種の情報を統一的

に取り扱うための連携手法として，時空間を含むメタ

データ項目と RSS を組み合わせた「空間情報連携仕様」

を作成し，これに基づく情報連携を実証し，その効果

を確認するために「空間情報連携共通プラットフォー

ム」を製作した． 

この結果，既存システム，センサデータ，WEB，一般

のドキュメント（完成図書や点検報告書など）などを

統一的に，電子地図と電子掲示板上に表示させ，情報

へのアクセスが改善できることが確認できた．このよ

うに，種類の異なる情報資源に対して効率的なアクセ

スを可能にするには，空間と時間とをキーにして情報

を連携させることが有効であると考えられる． 

 本研究の成果としての「空間情報連携共通プラット

フォーム」は，そのデモサイトをインターネット上に

公開している（http://www.spat.nilim.go.jp/portal/ 

）．これを用いて意見を収集することにより更なる改

善と普及を図っていく． 

また，平成 19 年 5 月に発表された国土交通分野イノ

ベーション推進大綱 9)では，位置情報をキーとした国

土交通分野の情報を収集・整理，可視化して情報の高

度利用を推進する方針が示されており，平成 19 年 8

月から施行されている地理空間情報活用基本法 10)で

は，位置による識別をいつでもどこでも誰でもできる

環境の構築を目指し，地理空間情報の活用の推進が掲

げられている．このように，空間情報の重要性に対す

る認識は高まっており，本プラットフォームについて

も，これらの施策との連携を図っていきたい． 
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